
「あんしんして暮らせるまち」の実現に向けた市政運営の取り組み
政策の柱となる３つの重点事項

令和 ７ 年度施政方針（概要）
「「あんしんあんしんしてして暮らせるまち暮らせるまち」」のの実現実現に向けてに向けて

はじめに　市長就任以来、市政を推進してまいることができたのは、市民の皆さまや議員
の皆さま、関係団体の皆さまのご理解、ご協力に支えられた結果であり、心より感謝申し
上げます。
　人口減少、高齢化を背景に、未だ困難な局面は続くと予想されますが、次の５０年が、多
くの方々に住み続けたいと感じていただけるよう、目指すまちの姿として「あんしんして
暮らせるまち」を掲げ、取り組んできました。
　依然として先行きが不透明な世界情勢の影響から、原油価格や物価の高騰への対応も長
期化しており、 ７年度は、かつて経験したことのない厳しい財政状況の中で、将来を見据
えた市民サービスのあり方を検討しつつ、その礎を固めていかなければならない １年であ
ると、決意と覚悟を新たにしてまいります。

　 ２月２８日～ ３月２６日の会期で行われている ７年第 １回市議会定例会の　 ２月２８日～ ３月２６日の会期で行われている ７年第 １回市議会定例会の
初日、富田竜馬市長が表明した施政方針の概要をお知らせします。初日、富田竜馬市長が表明した施政方針の概要をお知らせします。
　 ７年度施政方針の全文は、市　 ７年度施政方針の全文は、市nnでご覧いただけます。でご覧いただけます。
ll企画調整課☎０４２・４７０・７７０２企画調整課☎０４２・４７０・７７０２
� （この記事は ３面まで続きます）� （この記事は ３面まで続きます） 市n

「あんしんあんしんして暮らせるまち暮らせるまち」の実現に向けて

第１回市議会定例会初日で
施政方針を演説する富田市長

● ６年 ４月より、東久留米市こども家庭セン
ターを開設しました。
●「東久留米市ファミリー・アテンダント事
業」を ６ 年１２月より開始したほか、満 ３ 歳ま
でのお子さんを養育するご家庭のうち、訪問
員の定期訪問を受けた方を対象に、月 １回、家
事育児の介助等の伴走支援も開始しています。
●更なるボール遊びができる公園整備に向け
て、 ７年度は、小山小学校区域について、小
山第 ２緑地への防球ネットの設置を進めます。
●不登校生徒の学び方の選択肢をさらに増や
すため、下里中学校に不登校対応校内分教室
である「チャレンジクラス」の開設を進めます。
●地域と連携した教育活動の実施を目的とし
たコミュニティ・スクールについて、 ７年度
は、南中学校をパイロット校としてモデルを
創出し、引き続き、検討します。
●子ども・子育て支援法改正により、ヤング
ケアラーの支援方針策定のための実態把握が
求められており、 ７年度は無記名式のアンケ
ート調査を公立小学校、中学校に向けて行い
ます。

未来志向の公共施設マネジメント 人にやさしいデジタル化 こどもたちへの投資

●「市民アンケート調査」は、回答者数が減少
傾向にあり、行財政改革やDX推進の視点か
らも、「デジタル方式」へと変更します。

●デジタルを活用した、こどもたちにもわか
りやすい情報発信に向けて、こどもたち自身
の声を伺いながら、コンテンツ等を検討しま
す。

●「市民参加・情報提供の指針」の見直しは、
デジタルの活用により、市の取り組みや方向
性をわかりやすく伝えながら、より幅広い方
々から意見収集を行う仕組みづくりとともに、
７年度の早期に指針を改訂すべく進めていま
す。

●「近未来型市役所実現ビジョン」の取り組み
の一歩目として、本庁舎の劣化診断調査等を
行い、さまざまなシミュレーションを行うた
めの本庁舎改修基本計画策定等委託の契約に
向け手続きを進めます。

●「旧下里小学校」は行政利用、「生涯学習セン
ター」は複合化の方向性で、今後の活用に向
けた具体案の検討を進めています。

● ６ 年度末を目途に「未来志向の公共施設に
関する基礎調査」の報告書（中間報告）を取り
まとめるほか、 ７ 年度中に「未来志向の公共
施設に関する基礎調査報告書」および工事ス
ケジュール案を作成の上、８年度には「（仮称）
公共施設のスリム化に向けた基本構想」を策
定します。

●北部地域の公共施設機能のあり方について
は、特に子育て支援機能のあり方を中心に過
去から様々な議論が重ねられていますが、用
地確保の手法も含め、「未来志向の公共施設の
考え方」の視点からの検討等を引き続き進め
ます。

●電子請求システムは現在、９０社を超える事
業者登録、「LINEを
活用したオンライン
市役所」は、現時点
で １万人余の友だち
登録者数となってい
ます。 LINEのメニュー画面

財政健全経営に向けた取り組み
●「東久留米市財政健全経営計画」が ８年度で満了となることから、社会情勢の変化に柔軟に
対応でき、より実効性のある市政運営に関する方針、計画等のあり方について検討します。
●公共施設使用料は ８年度の見直しに向けて、 ７年度中に庁内検討を進めます。
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地
域
経
済
の
活
性
化
・ 

地
域
産
業
推
進
協
議
会

　
引
き
続
き
、
第
９
期
協
議
会
委

員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
市
内
全
体
で
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

都
市
農
業
政
策
の
充
実

　
都
市
農
業
振
興
施
設
整
備
事
業

の
実
施
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
地
場
産
農
産
物
の
周
知
な
ど
も

取
り
組
み
ま
す
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入

　
６
年
８
月
よ
り
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
事
業
の
実
証
実
験
を
開
始
し
て

お
り
、
今
後
、
効
果
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

観
光
振
興
な
ど
に
も
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

書
か
な
い
窓
口

　
庁
内
で
書
か
な
い
窓
口
の
横
展

開
に
向
け
た
調
整
な
ど
に
着
手
し

て
お
り
、
東
京
都
お
よ
び
、

G
ovTech

東
京
と
連
携
の
上
、

更
な
る
共
同
事
業
の
検
討
も
進
め

ま
す
。

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
窓
口
業
務
に
係
る
既
存
の
電
子

レ
ジ
シ
ス
テ
ム
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
機
能
を
追
加
し
、
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
粗
大

ご
み
の
収
集
を
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
際
の
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
で
の
支
払
い
に

対
応
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
等 

ア
プ
リ
の
導
入

　
「
東
く
る
め
わ
く
わ
く
元
気

p
lus

＋
」を
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
等

ア
プ
リ
に
改
変
さ
せ
、
７
年
３
月

よ
り
導
入
し
ま
す
。
７
年
度
は
、

熱
中
症
予
防
、
災
害
時
対
策
情
報

等
を
表
示
す
る
機
能
の
追
加
構
築

や
周
知
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

　
国
は
今
後
、
高
齢
者
や
一
定
の

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
定
期
接
種
と
し
て
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
都
や
近
隣

市
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
取

り
組
み
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
同
交
付
金
を
有
効
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
防
災
力
を
高
め
る 

取
り
組
み

　
「
東
久
留
米
市
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
７
年
度

中
に
改
訂
、「
東
久
留
米
市
地

域
防
災
計
画
」は
７
年
９
月

の
施
行
に
向
け
て
東
京
都
と

の
調
整
等
に
あ
た
る
ほ
か
、

「
東
久
留
米
市
業
務
継
続
計

画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」の
改
訂
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成

は
、
限
度
額
１
０
０
万
円
を

７
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

今
後
の
都
市
公
園
の 

取
り
組
み

　
東
久
留
米
市
都
市
公
園
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
６
年
度

内
の
報
告
書
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

は
、
基
幹
公
園
の
整
備
や
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
整

備
、
既
存
公
園
を
含
め
た
機

能
再
編
等
の
検
討
を
進
め
ま

す
。
竹
林
公
園
は
、
こ
ど
も

・
子
育
て
世
代
か
ら
の
ご
意

見
等
を
踏
ま
え
、
７
年
度
中

に
整
備
完
了
を
目
指
す
と
と

も
に
、
竹
の
素
材
に
触
れ
、

体
験
し
な
が
ら
学
び
へ
と
つ

な
げ
る
事
業
等
も
継
続
し
ま

す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
ま
ち
と
な
る
べ
く
、
こ
の

ま
ち
の
魅
力
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
さ
ら
に
高
め
、
よ
り
発

展
で
き
る
よ
う
、
都
市
計
画

税
と
い
う
貴
重
な
財
源
も
活

用
し
な
が
ら
、
都
市
計
画
事

業
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路

　
東
村
山
都
市
計
画
道
路
３

・
４
・
１３
号
線
お
よ
び
３
・

４
・
２１
号
線
、
幸
町
・
小
山

・
本
町
区
間
の
第
３
工
区

（
小
山
区
間
）は
、
早
期
の
事

業
化
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

所
沢
街
道
歩
道
整
備
事

業
・
南
沢
通
り（
市
道
２

０
７
号
線
）の
拡
幅
整
備

・
市
道
の
冠
水
対
策

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
７
年

度
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

南
沢
の
大
規
模
集
合
住

宅
建
設
計
画
を
受
け
て

の
ま
ち
づ
く
り

　
南
沢
四
丁
目
の
業
務
施
設

跡
地
は
、
大
規
模
集
合
住
宅

を
建
設
す
る
計
画
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

庁
内
一
丸
と
な
っ
て
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者

の
協
力
も
仰
げ
る
よ
う
、
協

議
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
犯
対
策・交
通
安
全
対
策

　
田
無
警
察
署
や
東
久
留
米

市
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携
し

た
防
犯
対
策
に
よ
り
、
特
殊

詐
欺
発
生
件
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
田
無
警
察
署
や
東

久
留
米
市
交
通
安
全
協
会
な

ど
と
連
携
し
、「
東
久
留
米
市

交
通
安
全
計
画
」に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通 

「
く
る
ぶ
ー
」

　
７
年
度
か
ら
の
本
格
運
行

へ
移
行
後
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
か
ら
の
終
日
予
約

受
付
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
Ａ

Ｉ
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
効
率
的
な
配
車
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

1 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

�

お
よ
び
物
価
高
騰
対
策

4 

共
に
創
る
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち

未
来
を
創
る
た
め
の
八
つ
の
策本

庁
舎
に
お
け
る
最
適
化
、

再
生
に
向
け
た
機
能
整
備

　
庁
舎
機
能
の
維
持
に
最
低
限
必

要
な
空
調
設
備
の
故
障
に
つ
い
て

対
応
し
ま
す
。

旧
し
ん
か
わ
保
育
園
の 

跡
地
活
用

　
現
存
の
建
物
を
含
め
た
利
活
用

に
つ
い
て
庁
内
で
議
論
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
民
間
企
業
な
ど
か
ら

の
活
用
意
向
の
把
握
の
可
能
性
も

模
索
し
ま
す
。

2 

公
共
施
設
の
総
点
検

3 

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

5 
安
心
し
て
快
適
に
す
ご
せ
る
ま
ち

るるめナビ

シェアサイクル

くるぶー
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健
康
寿
命
の
延
伸

　
７
年
度
を
始
期
と
す
る「
東

久
留
米
市
健
康
増
進
計
画　
わ

く
わ
く
健
康
プ
ラ
ン
東
く
る
め

（
第
３
次
）」に
基
づ
き
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
等
ア
プ
リ
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、「
女
性
の
健

康
」に
着
目
し
た
取
り
組
み
等

を
進
め
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の 

定
期
接
種
化

　
国
の
定
期
接
種
化
に
伴
い
、

７
年
４
月
よ
り
、
高
齢
者
や
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
を
対

象
に
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
う
ほ
か
、
既
に
６５
歳
を
超
え

て
い
る
方
に
、
７
年
度
か
ら
５

年
間
、
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
都
の
補
助
制
度
を
活
用

し
た
、
５０
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
任
意
接
種
費
用
の
一
部

助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
東

京
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
充
実

　
第
９
期
計
画
期
間
中
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
１
カ
所

増
設
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
保

険
運
営
協
議
会
で
ご
議
論
い
た

だ
い
た
上
で
慎
重
に
検
討
等
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
７
年
度

以
降
の
新
し
い
事
業
者
に
対
し
、

市
が
集
中
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
検
診
事
業

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
都
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
検
診
事
業
を
行
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る 

お
悔
や
み
手
続
き
の
案
内

　
各
種
手
続
き
を
行
う
に
当
た

り
、
ご
遺
族
の
ご
負
担
を
和
ら

げ
ら
れ
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
お
悔
や
み
手
続
き
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
等
の
作
成
に
つ
い
て
、
官
民

連
携
事
業
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て 

支
援
事
業
計
画
お
よ
び

こ
ど
も
計
画

　
７
年
度
を
始
期
と
す
る

「
第
３
期
東
久
留
米
市
子
ど

も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
む
ほ
か
、

本
市
の
こ
ど
も
計
画
策
定
に

向
け
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

　
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
６
年
１０
月

か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
生
等
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
都

の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
７

年
１０
月
か
ら
所
得
制
限
を
撤

廃
し
ま
す
。

民
間
活
力
を
活
用
し
た 

学
童
保
育
所
の
運
営
体
制

　
６
年
度
か
ら
新
た
に
、
中

央
第
一
・
第
二
学
童
保
育
所

お
よ
び
神
宝
学
童
保
育
所
で

民
間
活
力
に
よ
る
運
営
を
開

始
し
、
導
入
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、

実
施
計
画
の
改
訂
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
改
訂
し
た
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
滝
山
第

一
・
第
二
学
童
保
育
所
お
よ

び
、
南
町
学
童
保
育
所
へ
の

民
間
活
力
の
導
入
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

保
育
園
の
施
設
整
備 

・運
営
お
よ
び
提
供
体
制

　
在
宅
で
子
育
て
を
行
っ
て

い
る
ご
家
庭
の
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
７
年
度
よ
り「
多

様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機

会
の
創
出
事
業
」を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
国
は
８
年
度

か
ら「
誰
で
も
通
園
制
度
」を

本
格
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
必
要
な
準
備
を
進
め

ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　
教
育
委
員
会
と
連
携
の
上
、

７
年
度
は
、
小
中
学
校
の
普

通
教
室
、
特
別
教
室
等
の
空

調
機
の
更
新
、
新
設
を
リ
ー

ス
に
て
実
施
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
、
小
山
小
学
校
の
増

改
築
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
学
習
用
パ

ソ
コ
ン
の
入
れ
替
え
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
学
習

環
境
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま

す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
南
町
小
学
校
と
神
宝
小
学

校
の
２
校
に
設
置
し
て
い
る

情
緒
固
定
特
別
支
援
学
級
の

在
籍
児
童
数
増
加
へ
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

に
着
手
し
ま
す
。

給
食
費
の
無
償
化

　
７
年
１
月
か
ら
、
都
の
補

助
金
を
活
用
し
て
市
立
小
中

学
校
の
学
校
給
食
費
無
償
化

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
弁
当
を
持
参

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
を

対
象
に
、
給
食
費
相
当
分
を

補
助
す
る
事
業
も
創
設
し
ま

し
た
。

中
学
校
給
食
に
お
け
る
あ

た
た
か
い
献
立
の
提
供

　
６
年
度
の
プ
レ
テ
ス
ト
や

生
徒
た
ち
の
意
見
を
踏
ま
え
、

７
年
度
の
二
学
期
か
ら
の
開

始
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

ま
す
。

水
泳
外
部
指
導
の
検
討

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
踏
ま
え
た
将
来
的
な
学
校

の
建
て
替
え
を
検
討
、
整
理

し
て
い
く
中
で
、
学
校
プ
ー

ル
施
設
の
更
新
の
前
段
で
の

試
行
実
施
も
含
め
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

7 

子
ど
も
が
豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

終わりに　これまで以上に大変厳しい財政状況が想定されます
が、「至誠通天」の強い信念を抱き、「やれる、できる」市役所とし
て、私と職員一人一人が日々成長を重ねることで、多くの課題
を解決しながら、にぎわいと活気に満ちたまちへと発展に導く
原動力になると考えています。
　この先の５０年を見据えた礎を築き、東久留米市の明るい将来
に実を結ぶと信じていただき、一層のご理解、ご協力をお願い
します。

東久留米市第５次長期総合計画後期基本計画の策定
　 ８年度からの「後期基本計画」の策定に向けて、後期基本計画推
進委員会を設置し、ご意見を伺いながら検討しています。市民の
皆さんのご意見も伺いながら、 ７年度中に策定します。
東久留米市ＧＸ推進方針
　「あんしんして暮らせるまち」を目指すため、「東久留米市ＧＸ推
進方針」を策定しました。
官民連携の推進
　民間事業者等のご協力により、 ６年度は、外国人の方への窓口
対応に向けて、音声を文字化して会話ができるアプリケーション
を備えた端末を窓口に設置したほか、広告付デジタル案内板を、
市内商業施設に設置しました。市内公共施設等に設置した自動販
売機の収益の一部を活用し、通学路の防犯カメラの更新、増設に
取り組んでいるほか、試行的に、家庭系ごみ指定収集袋が購入で
きる自動販売機の設置を行いました。
市民の声を聞く機会
　 ７年度もタウンミーティングや座談会を実施するに当たり、タ
ウンミーティングは、テーマとして本市の財政状況を説明しなが
ら、広くご参加いただける仕組みなどを検討します。また、引き
続きこどもたち自身の声を伺う機会を大切にしていきます。
連絡所のあり方検討
　デジタル社会における手続きのあり方も踏まえ、将来を見据え
た調査・検討を行っています。
戦後８０年に向けた取り組み
　終戦から８０年の節目となる ７年度は、戦争にまつわる空襲体験、
被爆体験などの体験談を募集し、集まった体験談などは市nへの
掲載など、平和啓発のために活用します。

基本構想実現のために
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自
然
と
共
生
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進

　
９
年
頃
を
目
途
に
、
ご
み
収

集
委
託
先
に
燃
料
電
池
ご
み
収

集
車
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
東
京
都
の「
Ｚ
Ｅ
Ｖ
ご
み

収
集
車
実
装
支
援
事
業
」に
、

清
瀬
市
、
西
東
京
市
と
共
同
で

参
加
し
て
お
り
、
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
誘
致
も
、
引
き
続
き
、

３
市
で
検
討
し
ま
す
。

第
三
次
環
境
基
本
計
画
の

策
定
お
よ
び
熱
中
症
対
策

　
８
年
度
を
始
期
と
す
る「
東

久
留
米
市
第
三
次
環
境
基
本
計

画
」の
策
定
に
向
け
て
は
、「
地

球
温
度
化
対
策
地
方
公
共
団
体

実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）」お

よ
び
熱
中
症
対
策
の
市
の
取
り

組
み
方
針
等
を
含
め
て
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
市
内
１６
カ
所
の

公
共
施
設
、
民
間
２
施
設
を
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定

し
、
市
内
１２
カ
所
の
郵
便
局
を

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
に
位

置
づ
け
た
ほ
か
、
東
久
留
米
消

防
署
の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
立

小
・
中
学
校
２
校
で
教
員
向
け

に
熱
中
症
対
策
の
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
東
久
留

米
消
防
署
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
熱
中
症
対
策
を
進
め
ま

す
。

下
谷
橋
調
節
池
の
上
部
利
用

　
都
の
工
事
が
７
年
度
中
に
完

了
後
、
降
雨
後
の
状
態
等
を
調

査
、
検
証
し
な
が
ら
、
８
年
４

月
以
降
の
占
用
に
向
け
て
、
周

辺
施
設
利
用
者
の
利
便
も
勘
案

の
上
、
都
と
の
協
議
を
行
い
ま

す
。

柳
泉
園
組
合
の
ご
み
発
電

の
余
剰
電
力
を
活
用
し
た

地
産
地
消
事
業

　
柳
泉
園
組
合
と
構
成
３
市
に

よ
る
協
定
に
基
づ
き
、
柳
泉
園

の
ご
み
発
電
に
よ
り
創
ら
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
電
力
の
余
剰
と
な

る
分
を
、
ま
ず
は
本
市
の
２４
の

公
共
施
設
で
の
活
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

6 

い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
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4 月 の 無 料 相 談4 月 の 無 料 相 談
相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 １１日㈮ 午後 ２時～
４時半

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

知的障害者
相談 ４ 月は実施しません（次回 ５月１４日㈬実施予定）。

障害福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １０日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ４ 月は実施しません（次回 ５月１４日㈬実施予定）。 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

２ 日㈬

午前１０時から 弁護士
３月２７日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

９ 日㈬
１６日㈬

４月１０日㈭
２３日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

２ 日㈬
午後 １時から 司法書士

３月２５日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

９ 日㈬
午後 １時から

行政書士 ４月 ３日㈭

税務相談（ ５人）
１６日㈬

税理士 ４月 ８日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ４月１０日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ３ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 ３月２７日㈭

交通事故相談（ ５人）

２３日㈬

弁護士

４月１７日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

７ 日㈪

午前１０時〜
午後 ７時

女性カウン
セラー

３月１９日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１４日㈪
２１日㈪

４月 ２日㈬
２８日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） ４ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 ３月２１日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

市

民

生

活

３月２5日㈫納期限３月２5日㈫納期限
納期内納付にご協力ください
l納税課☎︎042・470・7729

国民健康保険税 第９期

介護保険料 第９期

土
地
・
家
屋
の
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間

　
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の

評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
、
市
長
が
そ
の
価
格

等
を
決
定
し
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
し
ま
す
。
縦
覧
と

は
、
こ
の
登
録
さ
れ
た
価
格
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税（
土
地

・
家
屋
）の
納
税
者
が
他
の
土

地
お
よ
び
家
屋
と
比
較
す
る
こ

と
で
、
そ
の
価
格
が
適
正
で
あ

る
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

納
税
者
は
、
固
定
資
産（
土
地

・
家
屋
）の
価
格
が
記
載
さ
れ

た
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

a
４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日
㈪

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

（
土
曜・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

b
課
税
課（
市
役
所
２
階
）

c
▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

記
載
事
項
＝
所
在
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
▼
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
記
載
事
項
＝
所
在
地

番
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

建
築
年
、
床
面
積
、
価
格

e
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
７

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
土

地
・
家
屋
を
所
有
し
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
方
）、
そ

の
納
税
管
理
人
お
よ
び
代
理
人

（
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
）

k
課
税
課
窓
口
で
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）を

提
示
し
て
く
だ
さ
い

l
同
課
土
地
資
産
税
係
・
家
屋

資
産
税
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
７
７（
内
線
２
３
３
８
・
２

３
３
９
・
２
３
４
１
～
２
３
４

４
）固

定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
課
税
明
細
書
・
納

税
通
知
書
の
発
送

　
７
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
明
細
書
・
納

税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

l
課
税
課
土
地
資
産
税
係
・
家

屋
資
産
税
係
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
７
７（
内
線
２
３
３
８
・

２
３
３
９
・
２
３
４
１
～
２
３

４
４
）後

期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
仮
徴
収

仮
徴
収
期
間
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）で
納
め
る
方
は
、

年
６
回
の
年
金
支
給
月
に
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
年
間

保
険
料
額
は
、
毎
年
７
月
に
市

民
税
・
都
民
税
の
所
得
内
容
を

基
に
算
定
し
て
決
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
間
保
険
料
額
が

決
定
す
る
ま
で
は「
仮
徴
収
期

間
」と
し
て
、
同
年
２
月
と
同

額
の
保
険
料
を
、
４
月
・
６
月

・
８
月
に
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
年
間
保
険
料
額
が
決
定

し
た
後
は
、「
仮
徴
収
期
間
」に

納
め
た
分
と
の
差
額
を
、
１０
月

・
１２
月
・
翌
年
２
月
の
３
回
で

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
の
送
付

４
月
か
ら
新
た
に
保
険
料
が
年

金
天
引
き
さ
れ
る
方
へ
、
４
月

上
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

口
座
振
替
へ
の
変
更
保
険
料
の

納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き
が

原
則
で
す
が
、
口
座
振
替
に
限

り
納
付
方
法
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

①
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
な
ど
）②
通
帳
届
出

印
③
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書（
口

座
振
替
登
録
済
の
方
は
③
の

み
）を
持
参
の
上
、
保
険
年
金

課
窓
口（
市
役
所
１
階
）で
お
手

続
き
く
だ
さ
い

l
同
課
高
齢
者
医
療
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
８
４
６

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収

仮
徴
収
期
間
６５
歳
以
上
で
、
介

護
保
険
料
を
年
金
か
ら
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）で
納

め
る
方
は
、
年
６
回
の
年
金
支

給
月
に
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

ま
す
が
、
７
年
度（
４
月
～
８

年
３
月
）の
年
間
保
険
料
額
は
、

７
月
に
市
民
税
・
都
民
税
の
課

税
状
況
や
収
入
・
所
得
の
内
容

な
ど
を
基
に
し
て
決
定
す
る
た

め
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年

金
支
給
の
際
は
同
年
２
月
と
同

じ
額
が「
仮
徴
収
」と
し
て
、
天

引
き
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
仮

徴
収
」と
し
て
納
め
た
分
と
７

月
に
決
定
し
た
年
間
保
険
料
と

の
差
額
が
、
１０
月
・
１２
月
・
翌

年
２
月
の
支
給
月
に
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら

の
天
引
き
で
納
め
る
額
が
年
間

を
通
じ
て
お
お
む
ね
均
等
な
額

と
な
る
よ
う
に
、
８
月
の
仮
徴

収
額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
徴
収
金
額
は
７
月
に
送

付
す
る「
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
の
送
付
４
月
か
ら
新

た
に
保
険
料
の
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）が
開
始
と

な
る
方
へ
、
３
月
中
旬
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　
※
介
護
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
を
、
希
望
に
よ
り
納

付
書
払
い
な
ど
に
変
更
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

l
介
護
福
祉
課
保
険
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
８
１
８

こ
ど
も

と
教
育

愛
の
ひ
と
声
運
動�

春
の
強
調
期
間

　「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」と
は
、

良
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年

に
は
励
ま
し
の
言
葉
を
、
良
く

な
い
こ
と
や
危
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
青
少
年
に
は
注
意
の
ひ

と
声
を
か
け
る
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
正
し
い
日
常
生
活
の

ル
ー
ル
を
啓
発
し
、
自
己
と
他

人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青
少
年

を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
中

学
校
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
で

実
施
委
員
会
を
組
織
し
、
市
民

ぐ
る
み
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
３
月
２６
日
㈬
～
３
月
３１
日
㈪

は
春
の
強
調
期
間
と
し
て
、
各

中
学
校
地
区
単
位
実
行
委
員
会

が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

青
少
年
へ
の
励
ま
し
や
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
、
時
に
は
注
意
の
言

葉
な
ど
、
愛
の
ひ
と
声
を
お
願

い
し
ま
す
。

j
愛
の
ひ
と
声
運
動
は
、
６
年

度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

l市重点支援給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３
（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ８時半〜午後 ５時１５分）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）の
申請書の提出締め切りは、３ 月３１日㈪（必着）です

　市では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、「電
力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）」を支給してい
ます。期限を過ぎますと給付金を受給できなくなりますので、対象と
なる方でまだ提出されていない場合は忘れずに提出してください。
　※�提出期限までに必要書類の用意が難しい場合など
は、事前にコールセンターまでご相談ください。

　※�２ 月下旬から順次給付を行っています。申請後、
一定期間経過しても振り込まれていない場合はコ
ールセンターにお問い合わせください。 市n
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市民生活こどもと教育



「
東
久
留
米
市
保
育
サ
ー 

ビ
ス
の
施
設
整
備
・
運 

営
及
び
提
供
体
制
に
関 

す
る
実
施
計
画
」の
改
訂

　
本
実
施
計
画
は
、
待
機
児
童

解
消
策
を
計
画
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
公
設
公
営
保
育
園
の

当
面
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、

平
成
２８
年
３
月
に
策
定
し
、
そ

の
後
、
更
な
る
待
機
児
童
解
消

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

改
訂
等
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
７
年
度
か
ら

の
５
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
３
期
東
久
留
米
市
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を

７
年
２
月
に
策
定
し
た
こ
と
か

ら
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の

量
の
見
込
み
の
反
映
や
そ
の
他

時
点
修
正
等
を
行
う
た
め
、
本

実
施
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
改
訂
後
の
本
実
施
計

画
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

閲
覧
場
所
子
育
て
支
援
課（
市

役
所
２
階
）、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
同
１

階
）、
中
央

・
滝
山
・
東

部
・
ひ
ば
り

が
丘
の
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す（
各
施
設
の
閉
庁
日
・
休

館
日
を
除
く
）

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
５フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト 

・
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
子
さ
ん
を
預

け
た
い
人
、
協
力
し
た
い
人
か

ら
な
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動

で
す
。
利
用
し
た
い
人
、
協
力

し
た
い
人
と
も
に
、
ま
ず
は
事

業
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
４
月
１５
日
㈫
午
前
１０
時
～
１１

時b
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階

社
協
会
議
室

f
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類

（
運
転
免
許

証
な
ど
）

j
▼
お
子
さ

ん
の
同
席
可

（
保
育
な
し
）▼
登
録
後
、
別
途

会
員
同
士
の
顔
合
わ
せ
が
必
要

▼
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
場
合
、
講

習
会（
６
月
実
施
予
定
）の
受
講

が
必
要

k
４
月
８
日
㈫
ま
で
に
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
を

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４

高
齢
者

・
福
祉

電
話
だ
け
で
は
も
っ
た

い
な
い
！ 

ス
マ
ホ
連
続
講
座
開
催

　
本
体
は
数
万
円
、
月
々
の
利

用
料
金
は
数
千
円
も
か
か
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
や
映
像
の
閲
覧
、
Ｐ

ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
な
ど
お
買
い
物
の

ほ
か
、
二
次
元
コ
ー
ド
の
読
み

込
み
や
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
の
利
用
な
ど
色
々
使

え
る
の
に
使
わ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
１
度
で
覚
え
ら
れ

な
い
操
作
も
１０
回
連
続
で
学
べ

ば
そ
こ
そ
こ
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
！

a
全
１０
回
。
▼
木
曜
コ
ー
ス
＝

４
月
３
日
㈭
以
降
の
毎
週
木
曜

日
▼
金
曜
コ
ー
ス
＝
４
月
４
日

㈮
以
降
の
毎
週
金
曜
日
、
い
ず

れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

c
講
義
・
個
別
相
談（
ス
マ
ホ

に
関
す
る
操
作
や
ア
プ
リ
の
使

い
方
）ほ
か

e
６０
歳
以
上
の
方

f
各
先
着
１４
人
程
度

d
鈴
木
雄
大
氏（
く
る
す
ま
ス

マ
ホ
総
合
相
談
所
代
表
）ほ
か

g
７
０
０
０
円（
１０
回
分
）

h
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
※
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
購

入
の
助
言
を
し
ま
す
。

i
申
し
込
み
が
５
人
以
下
の
場

合
は
開
催
中
止
の
場
合
あ
り

j
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

k
３
月
１９
日
㈬
午
後
１
時
か
ら

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
同

協
議
会
地
区
セ
ン
タ
ー
担
当
へ

電
話
で
連
絡
を

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
９
・
５

５
５
０（
火
曜
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

スマホ講座の様子

ひ
が
し
く
る
め 

ひ
き
こ
も
り
家
族
会

　
「
家
族
が
学
校
に
い
か
な
い
」

「
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
仕
事

を
し
て
い
な
い
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
方
同
士
で
悩
み
を

分
か
ち
合
い
、
つ
な
が
り
、
支

え
合
う
集
ま
り
で
す
。
お
話
を

聞
く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ほ
っ
と
で
き
る
場
と
し
て
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
４
月
１３
日
、
５
月
１１
日
、
６

月
８
日
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
後

２
時
～
４
時（
１
時
４５
分
か
ら

受
け
付
け
）

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

e
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
家

族
ま
た
は
本
人

f
各
回
先
着
２０
人

j
入
退
室
自
由

k
各
開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
ま
た

は
直
接
市
地

域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
担
当（
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）へ

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
５
・
０

７
３
９認

知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
あ
る
方
を
介
護
す

る
ご
家
族
の
方
、
一
人
で
介
護

の
悩
み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と

な
ど
、
気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と

で
き
る
場
所
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
４
月
は
東
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
す

（
５
月
は
中
部
・
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
）。
事
前
に
お
申
し
込
み
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
b
４
月
１５
日
㈫
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
会
議
室
２

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６

同センターn

申し込みフォーム

市n

夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム

夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム

の
時
間
が
変
わ
り

の
時
間
が
変
わ
り

ま
す
ま
す

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
、
夕

焼
け
チ
ャ
イ
ム
の
放
送
時

間
が
午
後
４
時
２０
分
か
ら

５
時
２０
分
に
変
わ
り
ま
す
。

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
６
９

　西部地域包括支援センターは、受託法人の変
更に伴う移設作業などを行うため、 ３月３１日㈪
は終日休業となり、その間、電話の使用もでき
なくなります。
　なお、緊急の場合は、介護福祉課地域ケア係
（☎０４２・４７０・７７７７〈代表〉）までご連絡ください。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　※ ４月 １日㈫は通常どおり午前 ９時からの受
付です。また、同センターの所在地が変わりま
す。詳細は広報 ４月 １日号にてお知らせします。

西部地域包括支援センターは、
３月３１日㈪終日休業です

　新小学 １ 年生・新高校 １ 年生等はそれぞれ、 ４ 月 １ 日㈫から「義務教育
就学児医療費助成制度医療証（子医療証）」・「高校生等医療費助成制度医療
証（青医療証）」に切り替えとなるため、対象者へ新しい医療証を発送します。
発送時期 ３ 月下旬
対象児童▼子＝現在、乳幼児医療証（乳医療証）をお持ちで、 ４月に小学校
へ入学する児童（平成３０年 ４ 月 ２ 日～３１年 ４ 月 １ 日生まれ）▼青＝現在、負
担者番号が「８８１３１４５３」の義務教育就学児医療証（子医療証）をお持ちの、平
成２１年 ４ 月 ２ 日～２２年 ４ 月 １ 日生まれの児童
　※交付される医療証の種類については右表 １参照。
i▼青医療証には所得制限（右表 ２参照）があり、限度額以上の場合は医療
証の対象になりません。 ７年度（ ６年中）の所得額が限度額未満になる場合
は ９月中に、１０月以降有効となる医療証の交付申請をしてください▼現在、
ひとり親家庭等医療証（親医療証）をお持ちで非課税世帯の場合は、引き続
きお持ちの親医療証をご利用ください▼児童に一定の障害があり、かつ児
童が加入している健康保険の被保険者が非課税の場合は、心身障害者医療
費助成（障）を受給できる場合があるため、障害福祉課（市役所 １階）にお問
い合わせください▼今後制度改正などにより手続方法が変更となる場合は、
広報などでお知らせします
l子・青・乳医療証について＝児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６、
障について＝障害福祉課☎０４２・４７０・７７４７

新小学 １年生・新高校 １年生等に
医療証を送付します

表１　４月以降の医療証について
対象児童 ３月末日までの負担者番号 ４月以降の負担者番号

新小学１年生
８８１３８４５８（乳） ８８１３１４５３（子）
８８１３２４５１（乳） ８８１３４４５７（子）

新高校１年生等
８８１３１４５３（子） ８９１３１４５２（青）

８８１３４４５７（子） 所得制限超過のため、医療証は
ありません

表２　高校生等医療費助成制度所得制限限度額
※９月３０日までは令和６年度（５年中）の所得額で判定
扶養親族
等の数 所得額 １.�「所得」とは、給与収入のみの方は、源泉徴収票の「給与

所得控除後の金額−１０万円」、自営業者等で確定申告
をしている方は、確定申告書の「所得金額」の「合計」の
額です。

２.��配偶者控除（同一生計配偶者）を受けている場合は扶養
親族等の数に含みますが、配偶者特別控除に該当する
配偶者は扶養親族等の数に含みません。

３.��年少扶養（１６歳未満）も扶養親族等の数に含みます。

０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円
４人 ７７４万円

■所得額から控除できる金額
社会保険料相当額 一律８万円
雑損控除・医療費控除・
小規模企業共済等掛金控除 相当額

障害者控除額 （普通）２７万円
（特別）４０万円

寡婦控除額 ２７万円
ひとり親控除額 ３５万円
勤労学生控除額 ２７万円

■所得制限限度額に加算する金額
扶養親族等の
数が５人以上
の場合

１人につき３８万円

老人扶養親族 １人につき６万円
７０ 歳 以 上 の
同一生計配偶
者

１人につき６万円
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住
環
境

３
月
20
日
木・祝
の
ご
み

収
集

　
３
月
２０
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集

で
す
。

　
ご
み
収
集

日
や
分
別
な

ど
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）

竹
林
公
園
の
た
け
の
こ
を 

掘
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
小
・
中
学
生
に
対
す
る
環
境

教
育
の
一
環
と
し
て
、「
た
け
の

こ
掘
り
」を
実
施
し
ま
す
。
た

け
の
こ
堀
り
を
通
じ
て
竹
の
特

性
や
竹
林
の
整
備
に
つ
い
て
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

a
４
月
１３
日
㈰
午
前
１０
時
～
正

午
頃（
予
定
）（
雨
天
中
止
）

b
竹
林
公
園

e
４
月
１３
日
時
点
で
、
小
学
３

年
生
以
上
中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

f
先
着
１５
組（
１
組
あ
た
り
保

護
者
１
人
、
児
童
生
徒
３
人
ま

で
）

g
無
料

h
飲
み
物
、
軍
手
、
移
植
ご
て
、

タ
オ
ル

i
竹
林
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
自
転
車
や
徒

歩
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

j
▼
運
動
靴
な
ど
の
動
き
や
す

い
服
装
で
▼
主
催
＝
市
民
環
境

会
議
環
境
学
習
部
会
▼
協
力
＝

環
境
政
策
課

k
３
月
２０
日

正
午
～

２７
日
㈭
午
後

５
時
に
専
用

フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み
を

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
に 

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る

防
犯
灯
や
装
飾
灯
を
管
理
し
て

い
る
自
治
会
、
管
理
組
合
お
よ

び
商
店
会
に
対
し
、
６
年
度
下

半
期（
６
年
１０
月
１
日
～
７
年

３
月
３１
日
）に
か
か
っ
た
費
用

（
電
気
料
金
・
器
具
取
替
経
費
）

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
過
去
に
補
助
金
の
申

請
を
し
て
い
る
自
治
会
、
管
理

組
合
お
よ
び
商
店
会
に
つ
い
て

は
、
３
月
中
に
案
内
の
通
知
文

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

k
４
月
２５
日
㈮
ま
で
に
必
要
書

類
を
持
参
の
上
、
管
理
課
道
路

・
河
川
施
設
担
当（
市
役
所
５

階
）へ

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
６
７消

防
少
年
団
員
募
集
中

～
共
に
目
指
そ
う
！
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
！
～

　
消
防
少
年
団
は
、
防
災
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術

を
学
び
、
同
世
代
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
仲
間
た
ち
と
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
、
共

に
成
長
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
月
に
１
～
２
回
、
主
に

土
曜
ま
た
は
日
曜
日

活
動
内
容
▼
初
期
消
火
・
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
、
応
急
救
護
な
ど
の

訓
練
▼
防
火
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、

市
の
水
防
訓
練
や
総
合
防
災
訓

練
、
消
防
団
出
初
式
な
ど
地
域

の
行
事
へ
の
参
加
▼
夏
の
１
泊

２
日
の
夏
季
野
外
活
動
で
の
水

難
訓
練
や
給
食
訓
練

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

お
知
ら
せ

学
校
開
放
教
室
団
体
登

録
の
更
新
時
期
で
す

　
市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
文

化
・
芸
術
な
ど
の
生
涯
学
習
活

動
の
場
と
し
て
、
市
内
小
・
中

学
校
の
一
部
の
教
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い

る
団
体
で
４
月
以
降
も
引
き
続

き
利
用
す
る
場
合
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。

j
新
規
登
録

も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

詳
細
は
市
n

を
ご
覧
く
だ

さ
い

開
放
教
室
左
表
の
通
り

登
録
対
象
団
体
５
人
以
上
で
、

半
数
以
上
が
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方
で
組
織
す
る
、
営

利
・
特
定
の
政
治
ま
た
は
宗
教

を
目
的
と
し
て
い
な
い
社
会
教

育
関
係
団
体

使
用
料
免
除

団
体
登
録
の
受
付
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
６
階
）で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
団
体
の
規
約
ま

た
は
会
則
お
よ
び
名
簿
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
団
体
登

録
後
に
直
接
利
用
す
る
学
校
で

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

l
同
課
生
涯
学
習
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
８
４

市
の
計
画
の
策
定

　
詳
細
は
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

市n

◎
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画

　
市
で
は
、
７
年
度
～
１１
年
度

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
３
期
東
久
留
米
市
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
、

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
施
設
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
く
利
用
者
数
の
見

込
み
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
提

供
体
制
の
確
保
内
容
を
数
値
目

標
と
し
て
記
載
し
た
も
の
で
す
。

l
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎
０４２

・
４
２
０
・
６
７
４
１

◎
第
四
次
東
久
留
米
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
由

で
自
主
的
な
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
保
障
す
る
た
め
の
読
書
環

境
の
整
備
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に「
第
四
次
東
久
留
米
市
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

l
中
央
図
書
館
☎
０４２
・
４
７
５

・
４
６
４
６

◎
第
３
次
特
別
支
援
教
育
推
進

計
画

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
環

境
の
整
備
と
指
導
の
充
実
を
目

的
に
、
同
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

l
指
導
室
特
別
支
援
教
育
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
８
０
３
２

◎
共
通
事
項

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
中
央
・
滝
山

・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す（
各
施
設
の
閉
庁
日
・
休

館
日
を
除
く
）

　
※
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
は
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー（
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
２
階
）、
地
域
子
育
て

ひ
ろ
ば
上
の
原
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

お知らせ 住環境

会 員 募 集
◆東久留米市山岳連盟・トレッキングク
ラブ＝a毎月第 １水曜日午後 ６時半～ ８
時bコミュニティホール東本町g入会金
５００円、会費年 ２回３,０００円他j近郊の低
山からアルプス級の山々へ月 ３～ ４回計
画、参加は自由ですl中山☎０９０・４６７５
・７１４８
◆NPO法人国際書画交流会・パソコン
教室＝a月 ２回。木曜日午後 １時～ ３時
他b南部地域センターg会費月２,０００円
他j初級コース、中級コース、上級コー
スあり。年齢制限なし習熟度は問いませ
んl島☎０９０・６３０７・９４４２

◆楽陶会＝a月 ２回。主に水曜日午後 ０
時４０分～ ５時４０分b生涯学習センターg
入会金３,０００円、会費月３,５００円j一度は
やりたい陶芸。東京藝大の講師の指導の
もと、初心者もベテランも大歓迎l土肥
☎０８０・５０１４・７７８５
◆練心武友会（居合・棒・合気武術）＝a
毎週日曜日午前１１時半～午後 １時５０分b
スポーツセンターg入会金３,０００円、会
費月３,０００円j未経験、年配の方誰でも
歓迎します。親子で稽古ができますl細
谷☎０４２・４２１・４０７５
◆F・S中国語＝a月 ２～ ３ 回。月曜日
午後 １時～ ３時b市民プラザ会議室g入
会金１,０００円、会費月２,４００円j楽しく中
国語会話をはじめませんか。初心者大歓
迎。見学あり。ショートメール連絡可l
野呂☎０８０・６６５７・１３７３

催 し
◆ママだいすきプロジェクト＝a ４ 月２０
日㈰午前１０時半～１１時半bStudioもの
がたりTOKYOg参加費 １組５００円j『み
んなdeハッピーイースター』英語の手遊
びやエッグ探しをしますl鈴木☎０９０・
２２１９・５２２８
◆なつかしい歌謡・童謡・唱歌入り吟詠、
無料体験講習（東久留米吟詠サロン）＝a
３ 月２１日・２８日いずれも金曜日午後 １時
半～ ３時半b生涯学習センター学習室g
無料j初めての方歓迎。健康ストレス解
消のために正しい発声法の体験をl佐々
木☎０９０・９８４８・４８８６
◆「野生の鳥たち」写真展（落合川清掃ボ
ランティアグループ）＝a ５ 月 １ 日㈭～
５ 日 いずれも午前１０時～午後 ５ 時

（初日は正午から、最終日は午後 ３ 時ま
で）bスペース１０５（市役所向かい）g無料
j野鳥のさまざまな表情をごらんくださ
いl高橋☎０９０・３０４０・５１９５
◆英会話カフェ（ウラウライングリッシ
ュ）＝a ３ 月２２日・２９日いずれも土曜日
午後 ２時～ ３時半b前沢 ４丁目の個人宅
g参加費各回２,５００円（コーヒー＆ケーキ
付き）jネイティブスピーカーのリード
で英語でおしゃべりしましょう。各回先
着 ７人l浦崎☎０９０・６１８４・６４３７
◆中国語基礎を映画で学ぶ！中国語学習
会（入門、初級）（華語の友）＝a ４ 月 ７ 日
㈪午後 ３時～ ５時半bスペース１０５（市役
所向かい）g無料j中国語映画の勉強で
中国語の基礎文法、日常会話を学びます
l大山☎０７０・８３３５・１９６３

市 民 伝 言 板

市n

専用フォーム

市n

表　開放教室一覧

学校名　 開放教室 定員 椅子・
机の有無

第一小学校 第２音楽室 ４０人 有
第三小学校 プレイルーム ５０人 無
第九小学校 視聴覚室 ４０人 無

神宝小学校
なのはな学級
スマイルルーム ２０人 有

家庭教室 ４０人 有

久留米中学校
会議室 ４０人 有
多目的室 １００人 有

東中学校 図書室 ４０人 有
西中学校 図書室 ４０人 有
南中学校 茶道室 ３０人 無
大門中学校 図書室 ４０人 有
下里中学校 図書室 ４０人 有
中央中学校 図書室 ４０人 有

関東東海花の展覧会で関東東海花の展覧会で金賞金賞・・銀賞銀賞受賞の快挙！受賞の快挙！
l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

　「第７３回関東東海花の展覧会」が １月
３１日から ３日間、サンシャインシティ
文化会館で開催されました。この展覧
会は、日本最大規模の花の品評会で、
関東東海地区（ １都１１県）の生産者が育
てた高品質な花々の品質と商品価値を
競い合う場です。
　東久留米市からは ２人の生産者が出
品し、そのプロフェッショナルな栽培
技術が高く評価された結果、見事に金
賞と銀賞を受賞しました。
　おめでとうございます。

金賞（サンシャインシティ代表取締役
社長賞）：リュウキンカ
生産者：石塚健壽氏

銀賞：プリムラ・ポリアンサ
生産者：玉川淑子氏
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在勤・在学の１８歳以上の方（高校生
不可）で ５ 人以上で編成されたチー
ムg １ チーム５,０００円（別途、今年度
分新規登録費３,０００円）j主催は市バ
スケットボール連盟
k詳細は同連盟nを
ご覧くださいl同連
盟m（higashikuru 
me.b.a＠gmail .c 
om）

く ら し

７ 年度 
ジュニアクラブ参加者募集

　毎日のように学校で会う友達とは
違う市内各地域から集まってきた仲
間と一緒に活動しませんか。世代の
枠を超えた仲間と野外活動やレクリ
エーションなどさまざまな体験活動
を通して、助け合いや仲間の大切さ、
挨拶や礼儀を共に学びましょう。
a ４ 月～ ８ 年 ３ 月の日曜日（毎月 １
回）b生涯学習センター他c田植え、
稲刈り、クリスマス会、スポーツ大
会などe小学新 ５ 年生～高校新 ３ 年
生f若干名g年間１,５００円（交通費や
入場料などは別途負担）j申込書は
市文化協会（生涯学習センター内）、
市民プラザ（市役所 １ 階）および各地

域センターで配布k ３ 月１４日㈮～２１
日㈮に、申込書に必要事項を記入の
上、直接同協会窓口へ持参（第 ４ 月
曜日、祝日を除く平
日午前 ９ 時～午後 ５
時）またはo（０４２・
４７７・４７００）で送信を
l同協会☎０４２・４７７
・４７００

TOTO YOGA（整ヨガ） 
始めませんか？

　心と身体を整
え、心身調和を
目指しましょう
！初心者の方も
大歓迎です。
a毎月 １ 回（第
２ 火曜日予定）。
４ 月は ８ 日㈫午
後 ６ 時半～ ７ 時
半b東部地域センター講習室f先着
２０人（要予約）d関口宏枝氏（ヨガ・
シニアヨガインストラクター、全米
ヨガアライアンスRYT２００取得）g
７００円（当日集金）hヨガマット、飲
み物、タオルi動きやすい服装でk
３ 月１６日㈰午前１０時から電話で同セ
ンターへl同センター☎０４２・４７０・
８０２０

（ ８面から続く）
■おはなし会
a ３ 月１８日㈫・２５日㈫いずれも午後
３ 時５０分からc絵本の読み聞かせや
素話などe小学生j協力はおはなし
くぬぎ、中央図書館k当日会場で
■囲碁教室
a ３ 月１９日㈬午後 ３ 時からc囲碁の
ルールを学び、楽しもう！！e小学生
d富村榮治郎氏k当日会場で
■あつまれ ０ちゃん
a ３ 月２１日㈮午前１１時からcふれあ
い遊びと保護者の交流会e ０ 歳児と
保護者k当日会場で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■お知らせ
　 ３ 月２０日 は施設点検日のため
休館します。
■スポーツで元気
ae ３ 月２４日㈪①午前１０時半～１１時
がハイハイまでのお子さん②午前１１
時１０分～１１時５０分が歩き始めている
お子さん③午後 ２ 時半～ ３ 時１５分が
幼稚園・保育園に通っている年少年
代から④午後 ３ 時半～ ４ 時半が小学
生以上f①・②は各１２組程度③は１５
組程度h④のみ室内履きi参加人数
により、交代制になる場合がありま
すj動きやすい服装でk当日会場で
■伝承遊びの日
a ３ 月２６日㈬午後 ３ 時半からe小学
生以上k当日会場で
■リバーシ大会
a ３ 月２８日㈮午後 ３ 時半からcみん
なで勝負をしよう！e小学生以上k
当日会場で
■リラクゼーションヨガ
a ４ 月１４日㈪午前１０時半～１１時cこ
ども連れで参加できるヨガe乳幼児
と保護者f１０組h長めのタオル、飲
み物i妊娠初期の方はご遠慮くださ
いj動きやすい服装でk ３ 月２８日㈮
午前 ９ 時から電話または来館で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■ ０ちゃんの絵本
a ３ 月１９日㈬午前１１時からc ０ 歳児
向けの絵本の読み聞かせや手遊びな
どe ０ 歳児と保護者k当日会場で
■おはなしの日
a ３ 月１９日㈬午後 ３ 時４５分からc絵
本の読み聞かせや素話e小学生d水
曜おはなし会k当日会場で

■環境整備の日
a ３ 月３０日㈰午後 ３ 時半からc児童
館や近隣をきれいにしようe利用者
全員k当日会場で

子 育 て
こども家庭センター（滝山ひろば） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・420・6743

■休館のお知らせ
　 ３ 月２９日㈯は施設の安全点検のた
め休館します。
■十小なかよし広場
a ３ 月２１日㈮午前１０時～１１時半b第
十小学校ランチルームcお子さんと
遊びながら育児の情報交換。育児相
談も受け付けますe乳幼児と保護者
i徒歩か自転車で来場をk当日会場
で
■わくわくおはなし広場
a ３ 月２５日㈫午前１１時～１１時半c乳
幼児向けの絵本の読み聞かせ、ペー
プサート・手遊びや親子の触れ合い
遊びe ０ 歳～未就学児と保護者f１０
組k ３ 月１８日㈫午前１０時から電話ま
たは同センターで

地域子育てひろば上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■ちびっこ育児　おしゃべり広場
a ４ 月 ８ 日㈫午前１０時～１１時半c １
・ ２ 歳児の遊び・生活・しつけなど
子育ての悩みをテーマに話し合い。
一人で悩まず、一緒に考えましょう
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ８ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k ３ 月２５日
㈫午前１０時から電話または同ひろば
上の原で
■上の原赤ちゃん広場
ae ４ 月 ４ 日㈮が「ねんねの会」０ 〜
６ カ月児と保護者、１８日㈮が「はい
はいの会」７ 〜１２カ月児と保護者、
いずれも午前１０時〜１１時半c親子の
触れ合い遊び、ねんねの会は助産師、
はいはいの会は栄養士による相談と
体重測定他f各１０組hバスタオル、
母子健康手帳jきょうだいの保育あ
り（各回先着 ３ 人）k ３ 月２８日㈮午前
１０時から電話または同ひろば上の原
で

ス ポ ー ツ

春季バスケットボール大会

a ４ 月２６日㈯、 ５ 月 ３ 日 いずれ
も午前 ９ 時〜午後 ６ 時５０分bスポー
ツセンター第 １ 体育室e市内在住・

春の企画展春の企画展
「カレーのヒミツ展」「カレーのヒミツ展」

　国民食ともいわれるカレーをロクトで深
掘り！味や香りのヒミツを知って、これで
君もカレーマスター！
a ３ 月２２日㈯～ ４ 月 ６ 日㈰午前 ９ 時半～午
後 ５ 時　※ ３ 月２４日㈪は休館。b多摩六都
科学館（西東京市芝久保町 ５ −１０−６４）g入
館券５２０円（ ４ 歳～高校生相当２１０円）j協力
＝全日本カレー工業協同組合、ハウス食品
グループ本社株式会社k当日会場で（自由
参加）l同館☎０４２・４６９・６１００

新聞購読の契約は慎重に！
Ｑ．最近、新聞が配達されるよう
になりました。自分は契約した覚
えがないので販売店に問い合わせ
ると、 １ 年前に ６ カ月間の契約を
していると言われました。高齢で
眼も悪くなったので、解約したい
と思いますが応じてもらえるでし
ょうか。
Ａ．新聞購読の契約トラブルの相
談が増えています。新聞の購読契
約は、訪問販売で行われることが
多く、このような場合は、契約書
を受け取って ８ 日間は、無条件解
約ができるクーリング・オフの対

象です。クーリング・オフ期間が
過ぎてしまうと、転居や購読者が
亡くなったなどの理由以外は、一
方的な解約はできません。
　購読が始まるまでの期間が長い
契約や、景品表示法で決められた
上限以上の、高額な景品につられ
ての契約は注意が必要です。契約
書の署名は勧誘員に任せず、自分
で行い、必要な契約かどうか、契
約期間終了まで購読できるか慎重
に考え、契約内容をしっかり確認
しましょう。契約でトラブルにな
ったときは、消費者センターに相
談してください。
《消費者相談》まずは電話で相談を
●平日の午前１０時〜正午、午後 １
時〜 ４ 時＝市消費者センター☎
042・４７３・４５０５
●平日および土曜・日曜日、祝日
の午前１０時〜午後 ４ 時（年末年始
を除く）＝消費者ホットライン☎
１８８

同連盟n
同協会n

イベントポスター

第１９回第１９回

「多摩六都高校生写真展」開催「多摩六都高校生写真展」開催
　多摩六都圏（東村山市・小平市・清瀬市・東久留米市・西東京市）
を中心とした近隣高校の写真部による合同写真展です。高校生の感
性あふれる作品をご鑑賞ください。
a ３ 月１６日㈰午後 ２ 時～ ５ 時、１８日㈫～１９日㈬午前 ９ 時～午後 ５ 時
b清瀬市生涯学習センター ７ 階アミューホール（清瀬市元町 １ − ２
−１１）
j▼主催＝多摩北部都市広域行政圏協議会▼共催＝合同写真展実行
委員会、清瀬市教育委員会
l清瀬市教育委員会生涯学習スポーツ課生涯学習スポーツ係☎０４２
・４９７・１８１５
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください

休日・準夜間診療
保険資格が確認できるものをご持参ください
（資格確認ができないと自費診療になります）
受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
※混雑状況により受付時間が変更になる場合があります。

内科・ 小児科※薬の処方は最低限の日数です。
３ 月１６日＝石橋クリニック（東本町 ８− ９、☎０４２・４７７・５５６６）
３ 月２０日＝はぎわらクリニック
� （上の原 １− ４−１１−１０３、☎０４２・４７１・２６２８）
３ 月２３日＝いくせ医院（新川町 １− ４−１８、☎０４２・４７１・２３０４）
３ 月３０日＝福山内科クリニック（新川町 １− ９−２２、☎０４２・４７０・９１７７）
歯科
３ 月１６日・２０日・２３日・３０日＝休日歯科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）

休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）

３ 月１６日・２３日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
３ 月２０日・３０日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）

平日準夜間小児初期救急診療

月曜・水曜・木曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時半、受付は１０時２０分まで）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０５７０・０１・３３９９）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■わらべうたスマイル講座
a ３ 月１９日㈬午前１０時半～１１時半c
わらべうたと育児の悩み相談e ０ ～
１ 歳児と保護者d原悠子氏k当日会
場で
■交通安全・防犯教育の日
a ３ 月２０日 午後 ３時半～ ４時c
交通安全と防犯についてのお話e小
学生k当日会場で
■ボルダリングの日
a ３ 月２２日㈯午後 ２時半～ ３時半e
小学生j動きやすい服装でk当日会
場で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■リバーシ大会
a ３ 月１６日㈰午後 ３時～ ４時cトー
ナメント戦または総当たり戦をしま
すe小学生以上k当日会場で
■のびのびぐんぐん
a ３ 月１８日㈫午前１１時からcふれあ
い遊びe１２カ月前後のお子さん向け
jふれあい遊びを中心に親子で楽し
い時間を過ごしましょう！k当日会
場で
� （ ７面へ続く）

け ん こ うけ ん こ う

お子さんの麻しん風しん予防接種

　麻しん・風しんは、人から人へ感
染しやすく、重症化する場合もあり、
予防接種を ２回することで予防効果
が高まります。 ６年度の対象者およ
び個別通知の発送時期は次のとおり
です。
e▼第 １期＝令和 ５年 ４月 １日～ ６
年 ３月３１日生まれの方▼第 ２期＝平
成３０年 ４ 月 ２ 日～３１年 ４ 月 １ 日生ま
れの方i第 ２期の接種期限は ７年 ３
月３１日までです。この期限を過ぎる
と接種費用は全額自己負担となりま
すj第 １期分は １歳の誕生月に発送
します。第 ２期分は ４月上旬に発送
済みです。対象者で通知が届かない
場合は、健康課予防係までl同係☎
０４２・４７７・００３０

子ども相談

a ３ 月１９日㈬午前 ９時半～午後 ３時
bわくわく健康プラザ相談室 ２cお
子さんの成長や発達、ことば、話し
方、育児疲れなどの相談を心理相談
員がお受けしますe幼児と保護者
kl健康課保健サービス係☎０４２・
４７７・００２２へ

　生後９１日以上の犬には、毎年 １回、狂犬病予防注射を接種し、注射済
票の交付を受ける必要があります。登録済みの飼い主には ３月下旬に「狂
犬病予防注射済票交付申請書（黄色の用紙）」などの通知を送付します。
届かない場合はお問い合わせください。
i屋外会場での集合注射は実施しません。狂犬病予防注射はかかりつけ、
もしくは最寄りの動物病院で接種をお願いします
l健康課予防係☎０４２・４７７・００３０
◎狂犬病予防注射期間　 ４月 １日㈫〜 ６月３０日㈪
　※期間内の接種が困難な場合は、なるべく早めの接種をお願いします。
◎手続き方法
手順１動物病院で予防注射を受ける
　動物病院へ電話などで問い合わせの上、狂犬病予防注射を受けてくだ
さい。注射料金は、各動物病院にご確認ください。
手順２健康課（滝山 ４− ３−１４）で注射済票の交付を受ける
　手続きには、①狂犬病予防注射済証（動物病院発行）②狂犬病予防注射
済票交付申請書（黄色の用紙）③交付手数料５５０円を持参してください。
　※�獣医師会に加入している動物病院（下表参照）では、注射済票の交付
をその場で受けられるため、来庁の必要はありません。

◆病気などで狂犬病予防注射が受けられない場合
　獣医師から、狂犬病予防注射の接種が困難な状態であることを証明す
る書類（診断書など）の交付を受け、健康課で手続きをしてください（郵
送、WEB申請可）。
提出物①診断書（動物病院発行）②注射済票
交付申請書（黄色の用紙）
　※�②は前年度に診断書の提出があった場
合も送られますのでご了承ください。

提出先健康課予防係（郵送の場合は、〒２０３
−００３３、滝山 ４− ３−１４、同係宛て郵送を）

７ 年度狂犬病予防注射

市n

表　注射と注射済票交付が同時にできる動物病院
病院名 所在地 電話番号

かざま動物病院 中央町 ２− ６−５０ ０４２・４５３・８１１１
田中動物病院 東本町 ４− ９ ０４２・４７４・０５３３
トオヤ動物病院 中央町 １− １−４９ ０４２・４７３・７０７８
くるめ動物病院 八幡町 ３− ３−１２ ０４２・４７７・３４４３
どんぐり動物病院 下里 ５− ９−１５ ０４２・４７５・５５６２

注射済票のイメージ
（金属製の骨型プレート）

〈今月の月間・週間案内〉秋のこどもまんなか月間、過労死等防止啓発月間、教育・文化週間（１日～７日）、「119番」の日（９日）人口と世帯〈令和7年3月1日現在〉 人口116,186人（うち外国人2,888人）／前月比38減　男56,241人／前月比37減　女59,945人／前月比1減　世帯数56,959／前月比31増
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

7．3．15

◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式X 市公式Facebook

市公式動画チャンネル 市LINE公式アカウント

けんこうとイベント・講座は7面まで続きます

けんこう イベント・講座
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